
- 1 -

高知県銃砲刀剣類所持等取締法施行細則の一部を改正する規則

公開日 2015年 02月 24日

１ 規則等の題名

高知県銃砲刀剣類所持等取締法施行細則の一部を改正する規則（平成 27 年高知県公安
委員会規則第１号）

２ 根拠法令・条項

銃砲刀剣類所持等取締法施行規則等の一部を改正する内閣府令（平成 27 年内閣府令第
６号）

３ 規則等の制定日

平成２７年２月２４日（火曜日）

４ 結果公示の日

平成２７年２月２４日

５ 適用除外条項

高知県行政手続条例（平成７年高知県条例第 45号）第 38条第４項第８号に該当

６ 適用除外の理由

銃砲刀剣類所持等取締法施行規則等の一部を改正する内閣府令の施行により銃砲刀剣

類所持等取締法施行細則（昭和 33年総理府令第 16号）の一部が改正されることに伴い
当然必要とされる引用規定の整理をする改正であり、意見公募手続を実施することを必

要としない軽微な変更であるため。

７ 規則等の概要

高知県銃砲刀剣類所持等取締法施行細則の一部を改正する規則

別添のとおり

８ 参考資料

なし

９ 担当課・連絡先

担当者：高知県警察本部生活安全部生活安全企画課保安係

住所：高知市丸ノ内二丁目４番 30号
電話番号： 088－ 826－ 0110（内線 3033）



公 安 委 員 会 規 則

高 知 県銃 砲 刀剣 類 所持 等 取締 法施 行 細則 の 一部 を 改正 する 規 則

をこ こ に公 布 する 。

平 成 27年 ２月 24日

高 知県 公安 委 員会 委 員長 島田 京 子

高知 県 公安 委 員会 規 則第 １ 号

高知 県 銃砲 刀 剣類 所 持等 取締 法 施行 細 則の 一 部を 改正 す

る規 則

高 知 県銃 砲 刀剣 類 所持 等 取締 法施 行 細則 （ 平成 21年高 知県 公 安

委員 会 規則 第 ９号 ） の一 部 を次 のよ う に改 正 する 。

第 ４ 条第 ５ 項中 「 第 10条 第１ 項第 ２ 号」 を 「第 10条第 １項 第 １

号」 に 改め る 。

附 則

こ の 規則 は 、平 成 27年 ３ 月１ 日か ら 施行 す る。



新 旧 対 照 表

新 旧

高知県銃砲刀剣類所持等取締法施行細則 高知県銃砲刀剣類所持等取締法施行細則

（医師の指定等） （医師の指定等）

第４条 法第４条の３第２項の規定に基づく診断を行う医師の指定は、介護保険 第４条 法第４条の３第２項の規定に基づく診断を行う医師の指定は、介護保険

法（平成９年法律第123号）第５条の２に規定する認知症（次項において「認 法（平成９年法律第123号）第５条の２に規定する認知症（次項において「認

知症」という。）の診断について特に専門的な知識及び技能を有すると認めら 知症」という。）の診断について特に専門的な知識及び技能を有すると認めら

れる医師のうちから行うものとする。 れる医師のうちから行うものとする。

２～４ 略 ２～４ 略

５ 府令第10条第１項第１号の規定により法第５条第１項第３号又は第４号に該 ５ 府令第10条第１項第２号の規定により法第５条第１項第３号又は第４号に該

当するか否かの判断に必要な知識経験を有すると公安委員会が認める医師は、 当するか否かの判断に必要な知識経験を有すると公安委員会が認める医師は、

精神科、心療内科、神経内科等を標ぼうし、２年以上精神障害の診断又は治療 精神科、心療内科、神経内科等を標ぼうし、２年以上精神障害の診断又は治療

に従事した経験を有する医師とする。 に従事した経験を有する医師とする。
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